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金融庁の税制改正要望は現行 NISA 及びつみたて NISA の開設手続き迅速化･簡素化、

ジュニア NISA の 18 歳未満引き出し可の可能性! 

2017 年 8 月末までに金融庁が 2018 年度税制改正要望を公表(予定)、そこで NISA(少額投資非課税制度)及び

ジュニア NISA の利便性向上に向けた見直しが検討されていると言う。 8 月 22 日付日本経済新聞は現行

NISA(以下、NISA)について「2018 年度から専用口座を開設するのと同時に株式や投資信託を購入できるように

する。 使い勝手をよくし、口座を開いただけで投資に至らないといった事態を防ぎ、6 割にとどまる口座の稼働率

を引き上げる。…(略)…。マイナンバーを使うことで二重口座を開設していないかすぐに確認する。…(略)…。現在

は専用口座開設から実際に投資するまで 2 週間前後かかる。」と報じている(URL は後述[参考ホームページ]①)。 

 

NISA は 1 人 1 口座で、口座開設時には他の金融機関で既に NISA 口座を持っていないか確認が行われる。 こ

うした手続きに時間がかかった為、開設の申し込みから投資までの期間が長くなり、せっかくの投資意欲が減退、

結果、口座が休眠状態となる場合も起こっている。 報道通りとなれば、かつて 3 カ月前後（現在はマイナンバー

利用で数週間前後）かかっていた手続きが、2018 年 4 月より、開設即、株式や投資信託に投資出来る事となる

(2017 年 3 月 6 日付日本版 ISA の道 その 153～URL は後述[参考ホームページ]②）。 開設手続きの迅速化･

簡素化は「来年から始まる長期の資産運用向けの優遇税制『つみたて NISA』にも適用していく方針」(8 月 23 日

付 NHK～URL は後述[参考ホームページ]③)と報じられている。 

NISA(少額投資非課税制度)の口座開設申込～開設まで概ねの期間～　　　　　･･･報道による平成30年度(2018年度)税制改正要望で検討事項。　　　2017年8月23日現在

2013年10月～ 2015年4月1日～ 2015年10月5日～ 2016年1月1日～ ～2017年9月30日 2017年10月1日～ 2018年4月～

2018年以後もNISAを
利用したい場合は、
2017年9月末までに
金融機関へマイナン
バー届出が必要
（2018年以降も口座開設

手続き不要）。

・つみたてNISA口座
開設開始

・2018年以後に利用
するNISA口座開設申
込開始　（「非課税適用
確認書の交付申請書」
及び「マイナンバー」が必
要。　住民票の提出不
要）。既にNISA口座を開
設し、マイナンバー届出
済みの場合は、上記手
続き不要。

即日

(出所: 国税庁、金融庁、日本証券業協会、日本経済新聞等より三菱UFJ国際投信商品企画部が作成)

2018年以後、「つみたてNISA」を利用する場
合は、2018年以後も（現行）NISAを利用する
ための手続きを取ったうえで、2017年12月
末までに「非課税口座異動届出書 」を金融
機関に提出要。

口座開設と同時に
投資可能へ

・マイナンバーの利用
開始

・ジュニアNISA口座開
設申込開始（マイナン
バーを提示で住民票の
提出不要）

マイナンバー通知
カードの受取り（ただ
し、2016年分の成人
NISAにおいて2015年末
までの申込にマイナン
バー不要）

金融機関から税務署
への書類提出方法
が、e-Tax（電子情報
処理組織）に一本化
（光ディスク等は廃
止）。

NISA口座開設開始

　　1カ月～1カ月半程度

（住民票取得の代行サービス利用の場合）

　1カ月半～
　2カ月程度

（上記は住民票取得の代

行サービス利用の場合で、

利用しない場合は｢申請し

ても、実際に投資するタイ

ミングは約3か月後になる

ことも｣日本証券業協会）。

-

　　　1～2週間程度

（上記は、金融機関が税務署へ確認手続きを行ってか

ら、税務署から金融機関へデータが提供されるまでの

期間。　これに加えて、金融機関における事務処理の

手続きの時間がかかる。）

1～2週間程度

（金融機関が税務署へ確認手続きを行ってから、税務署から金融機関へデータが提供されるまでの期間。

これに加えて金融機関における事務処理の手続きの時間がかかる。）

【ジュニアNISA】

【成人NISA】 【成人NISA】 【成人NISA】 【成人NISA】

【つみたてNISA】

 

【投信調査コラム】

日本版ＩＳＡの道 その194  ２０１7年8月28日
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※三菱UFJ国際投信がお届けする、日本版ISAに関する情報を発信するコラムです。 

金融庁の税制改正要望は現行NISA及びつみたて

NISAの開設手続き迅速化･簡素化、ジュニアNISAの

18歳未満引き出し可の可能性! 
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尚、ジュニア NISA については、現行の「18 歳まで引き出し不可」との制限を緩和し、18 歳未満でも引き出しを可

能とする案が検討されているという。 8 月 18 日付ニッキンは、「金融庁は、ジュニア NISA の利便性を高めるた

め、2018 年度税制改正要望で制度内容の改善を求める。…(略)…。ジュニア NISA は 20 歳で通常の NISA に

切り替わるが、運用資金を大学入学資金に充てられるように 18 歳での払い出しを可能にした。 ただ、金融界で

は中学や高校の入学資金にも使えるように、払い出し制限の年齢を引き下げるよう求める声が根強い。」(下線は

筆者、URL は後述[参考ホームページ]④)と報じていた。 

 

NISA は 1077 万口座台で 10.5 兆円、ジュニア NISA は 21 万口座で 406 億円 
ここで、現在 NISA の利用状況を概観する。 2017 年 7 月 7 日に金融庁が NISA 口座の利用状況について最新

調査結果を公表している(URL は後述[参考ホームページ]⑤)。 NISA 口座開設数は 2017 年 3 月末現在、1077

万口座で、買付額は 10 兆 5470 億円である(*導入された 2014 年 1 月以降)。 NISA は既に約 1077 万口座と

10 人に 1 人が口座を開設、実際に投資が行われた口座は推計 657 万口座と、利用者は 600 万人を超える

(*657 万口座…口座開設数 1077 万口座に、日本証券業協会が公表する NISA 口座稼働率/全証券会社/2017

年 3 月末時点の 61.0%をかけたもの～URL は後述[参考ホームページ]⑤）。  同時に発表されたジュニア NISA

は 2017 年 3 月末現在、21 万口座と 103 人に 1 人が口座を開設、買付額は 406 億円だった。 買付額は政府

目標「2020 年に 25 兆円」に対して、制度開始から 2017 年 3 月末までの 4 年と 3 カ月間で 11 兆円と 44%を達

成している（ジュニア NISA と合算）。 

 

NISA口座の開設･利用状況調査

（2016年末時点および2017年8月25日時点の最新値。　主要証券10社は8月16日発表の2017年7月末時点が最新） 2017年8月16日現在

公表機関

対象

公表日 2017年6月14日 構成比 2017年7月7日 構成比 2017年1月18日 構成比 2017年8月16日 構成比

基準日 2016年12月末時点 比率(%) 2017年3月末時点 比率(%) 2016年12月末時点 比率(%) 2017年7月末時点 比率(%)

総開設口座数 10,613,172 100.0% 10,771,391 100.0% 5,092,533 100.0% 5,261,524 100.0%

買付が行われた口座(構成比=稼働率) 6,442,195 60.7% 6,570,549 61.0% 3,064,562 60.2% 3,181,134 60.5%

稼働率 60.7% － 61.0% － 60.2% － 60.5% －

1口座あたりの平均買付額（万円） 73 － － － 77 － 67 －

年間買付額（総購入額）（億円） 29,651 100.0% 11,374 100.0% 15,971 100.0% 10,672 100.0%

累計買付額（総購入額）（億円） 94,096 105,470 47,139 57,811

積立口座数（積立投資契約件数） 1,162,121 18.0% － － 397,653 13.0% 401,694 12.6%

備考

(出所: 金融庁、日本証券業協会より三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

金融庁
及び推測

NISA取扱全金融機関
（銀行・証券会社等）

・総開設口座数は2016年12月末

時点で投資可能な勘定が設定さ
れている口座数。

・買付が行われた口座の約644万

件は総開設口座数1061万件に全

証券会社の2016年12月末時点

の稼働率（60.7%）を掛け合わせ

て推計したもの。

・累計買付額(総購入額)は制度開

始2014年1月以降の総買付額。

日本証券業協会
(日証協)

～月次ベース～

主要証券会社10社*

・総開設口座数は2017年の利用

枠が設定された勘定設定口座数。
・買付が行われた口座は2014年、
2015年、2016年又は2017年の

利用枠のいずれかで買付された口

座数。

・年間買付額(総購入額)は2017年

の買付金額。

・累計買付額(総購入額)は制度開

始2014年1月以降の総買付額。

・総開設口座数は2016年の利用

枠が設定された勘定設定口座数。
・買付が行われた口座は2014年、
2015年又は2016年の利用枠の

いずれかで買付された口座数。

・年間買付額(総購入額)は2016年

の買付金額。

・累計買付額(総購入額)は制度開

始2014年1月以降の総買付額。

*主要証券会社10社･･･大手証券会社5社とインターネット専業証券会社5社。

日本証券業協会
(日証協)

～月次ベース～

主要証券会社10社*

金融庁
及び推測

NISA取扱全金融機関
（銀行・証券会社等）

・総開設口座数は2016年12月末

時点で投資可能な勘定が設定さ
れている口座数。

・買付が行われた口座の約657万

件は総開設口座数1077万件に全

証券会社の2017年3月末時点の

稼働率（61.0%）を掛け合わせて

推計したもの。

・累計買付額(総購入額)は制度開

始2014年1月以降の総買付額。
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ジュニア NISA の対象は 19 歳以下の日本国居住者で約 2200 万人弱程度いて、ジュニア NISA は 21 万 1445

口座なので僅か 1.0%。 103 人に 1 人しか利用していない事となる。 NISA の 10 人に 1 人と比べて差が大きい。 

ジュニア NISA の伸び悩みの要因について、日本証券業協会の前稲野会長は、2017 年 4 月に「ジュニア NISA

が NISA に比べて『制度が複雑で理解や説明に時間を要する』、『家族間調整に一定の時間がかかる』、『手続き

が非常に煩雑』、『認知不足』である」点を挙げていた(URL は後述[参考ホームページ]⑥)。 ただ、このあたりにつ

いてはジュニア NISA の始まる前から懸念はされていた(2015 年 6 月 8 日付日本版 ISA の道 その 104～URL は

後述[参考ホームページ]⑦)。 

 

ちなみに、全国銀行協会は既に今年 2017 年 7 月 13 日に税制改正要望を公表、そこでジュニア NISA に関して

具体的な要望を出している(URL は後述[参考ホームページ]⑧)。 

 

NISA 稼働率は証券全体 61%、投資未経験者層は口座開設者の 3 割程度で増加傾向 
税制改正要望により、引き上げ策が検討中とされる NISA 口座稼働率だが、証券会社全体で 2015 年 6 月に

51.1%と 5 割を超え、2016 年末に 60.7%と初めて 6 割を超え、最新 2017 年 3 月末時点で 61.0%である（口座稼

働率＝開設口座に占める実際に投資が行われた口座の比率）。  
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(出所： 日本証券業協会より三菱UFJ国際投信商品企画部が作成)

NISA口座の稼働率（全証券会社）
2014年12月～2017年3月

（勘定設定口座数と稼働口座数と口座稼働率）

NISA勘定設定口座

数(各年の利用枠が

設定された口座数)

NISA稼働口座数

稼働率（勘定設定口

座数のうち稼働口座

数の占める割合）

全証券会社の
NISA口座の稼働
率は2016年末に
60.7%と初の6割超
え、最新2017年3
月末は61.0%
（右軸）

勘定設定
口座数（左軸）

稼働口座数
（左軸）

口座稼働率

（単位: %）

累 計
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NISA 口座開設数のうち、投資未経験者の口座開設は 2017 年 3 月末に 176 万口座と 27.7%だった（証券会社全

体）。 NISA 口座開設者の約 3 割弱が投資未経験者であり、その比率は NISA 導入年の 2014 年末に 15.6%、

2015 年末に 22.9%、2016 年末に 26.6%と着実に増加している。 

 

また、「つみたて NISA」の中心となる投資家として想定されている資産形成層（20 歳代～40 歳代）の口座開設は

2017 年 3 月末に 322 万口座と 29.9%だった（金融機関全体）。 NISA 口座開設者の約 3 割が資産形成層であり、

2014 年末に 26.3%、2015 年末に 28.9%、2016 年末に 29.9%と、投資未経験者と比べて緩やかな増加で足元鈍化

している。 

 

NISA における毎月の積立投資額（設定額）は証券全体で平均 3.6 万円、 
NISA における年間投資額は 1 口座あたり平均 70 万円強 

NISA で積立を行っている口座は、証券会社全体で、2017 年 3 月末時点で 40.5 万口座と 2016 年末の 38.9 万

口座から+4.2%と増加。 積立口座を通じた買付金額は、金融機関全体は 2017 年 3 月末時点で月間 145 億円と

2016 年末の 139 億円から+4.4%、１口座あたりの平均設定額は月 3.6 万円と 2016 年末と同じである。 

 
NISA で個人投資家は年間どれくらい投資しているのだろうか。 2016 年における NISA の 1 口座あたりの平均買

付額は、73 万 3546 円だった（2016 年の買付額 2 兆 9650 億 6846 万円を 2016 年に買付が行われた口座数

404 万 2104 口座で除した金額）。 非課税枠の年 120 万円に対して約 6 割(61.1%)を使っている事となる。 

 

この内、主要証券会社 10 社に絞るとやや高くなり、2016 年は 77 万 1065 円で非課税枠の年 120 万円に対して

64.3%、2015 年は 74 万 558 円で 74.1%だった（2015 年の非課税枠は 100 万円）。 最新 2017 年は 7 月末まで

で 67 万 828 円（55.9%）と、前年 2016 年 7 月の 66 万 419 円や 2015 年 7 月の 66 万 5386 円を若干上回る。 

 

先に見た様に、NISA では投資未経験者層や積立の利用が増えており、こうした投資家はまずは小額から投資を

始めていく事が多いと思われる（積立での投資額は月平均 3.6 万円）。 新規投資家や積立口座への投資ばかり

が増えた場合、NISA 全体の 1 口座あたりの平均投資額は引き下げられるが、実際には増えている事から、新規

投資家の利用が増え、既存投資家（投資経験者）による投資も拡大している事が窺える。 

 

2017 年 7 月の主要証券会社 10 社分 NISA の減少は季節性の為 
以上は NISA 全体（一部は全証券会社、主要証券 10 社）の 2017 年 3

月末時点を中心とするものだった。 NISA 最新利用状況については、

日本証券業協会が 8 月 16 日に公表した主要証券 10 社における

2017 年 7 月末時点の NISA 口座開設・利用状況の調査結果がある

(URL は後述[参考ホームページ]⑤)。 

 

これは NISA を取扱う主要証券会社 10 社(大手証券 5 社とネット専業

証券 5 社)を対象とし、口座数･買付額で NISA 全体の約 5 割（47.6%・

49.7%～2016 年末時点）を占め、月次かつ速報性があり、有用なもので

ある。 
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NISAの季節性

(主要10証券会社のNISA口座における買付額、月次)

2014年1月～2017年7月

2014年 2015年 2016年 2017年

2016年1月にNISA口座の買付額
は3493億円と、制度開始2014年
1月以来の最大。

 

主要証券 10 社の 2017 年 7 月の NISA 口座における買付額は 1054 億円と、前月 6 月(1256 億円)を下回り

2016 年 11 月(894 億円)以来の小ささだった。 

 

ただ、これは NISA の季節性によるものだ。 NISA の買付額は年間を通じて 1 月が最も多く、次いで 2 月、12 月

が多い。 毎年 1 月にその年の投資非課税枠が利用開始になる事と、12 月末に期限間近となり未使用分の駆け

込み投資が起こる事が大きい。 2016 年 1 月の買付額は 3493 億円と、制度開始 2014 年 1 月以来の最大とな

っているが、これは NISA の非課税枠が 2016 年 1 月より 120 万円に引き上げられ（それまで 100 万円）、その最

初の 1 月だった事で加速したものと思われる。 

 

今年 7 月の買付額 1054 億円は、2017 年 1～7 月で最も小さいものの、過去 3 回の 7 月と比べ 2015 年(1260 億

円)に次いで 2 番目に大きい。 非課税枠が拡大した前年 2016 年の 7 月(943 億円)や、2014 年(950 億円)を上

回る。 一年で最も買付額の多い 1 月は、2017 年が最も小さかったが、以前より季節性が薄れているようにも見え

る。 

 

金融庁の税制改正要望で、現行 NISA 及びつみたて NISA の開設手続き迅速化･簡素化、ジュニア NISA の 18

歳未満引き出し可などが検討されているが、さらなる拡大が期待される。 

 

                                                               以   上 
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